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汎用されている細胞培養液 DMEM 液中にナノ粒子の

凝集体が存在するか否かを走査型プローブ顕微鏡により

観察を行った。その結果、Dulbecco's Modified Eagle 
Medium (DMEM)中で、数 nm 程度のサイズの粒子は

あるが、凝集体のようなサイズのものは観察されなかった。 

１．概要（Summary） 

 

【利用した主な装置】 
２．実験（Experimental） 

走査プローブ顕微鏡：SPM-9700（島津製作所製） 
【実験方法】 

溶液セルに固定したマイカ基板をヘキ開直後に、速や

か に DMEM 溶 液 (Dulbecco's Modified Eagle 
Medium, Gibco/Thermo Fischer 社) を満たした。その

後、DMEM が凝集してしまう可能性を考え約 2 時間ほど

そのまま待ち、約 1時間にわたり各視野でのSPM観察を

行った。カンチレバーは, BL-AC40TS-C2（オリンパス製）

を使用した。 

 

結果は、DMEM 中で、数 nm 程度のサイズの粒子は

あるが、凝集体のようなサイズのものは観察されなかった。

昨年度以前の結果（課題番号：F-12-AT-0073）では、観

察開始、数時間後で粒径 21.2～41.5 nm、高さ 19.3～
33.4 の凝集体が観察されており、G4 PAMAM-NH2 デ

ンドリマー粒子 10 個相当の凝集体が観察されていた。し

かし、今回の実験において、DMEM 溶液のみでは、そ

のような凝集体は観察されなかた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 1 Nanoparticles in DMEM media at 500nm and 1μm 

observed fields.  Red arrows indicate nano-size particles. 
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